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この度の新型コロナウイルス感染拡大により、お身体や生活に影響を
受けられている同窓生の皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

本年度のこれまでの同窓会行事は感染防止のため、中止とさせていただきました。
同窓会総会につきましては、同窓会ウェブサイト上に会務報告ならびに2019年度 
一般収支決算報告、役員改選を掲載し、質疑応答期間を設けた後、ご承認をいただく
方法といたしました。ご連絡が行き届かなかった皆さまには、あらためてお詫び申し
上げるとともに、ご理解を賜りますよう切に願っております。
今後（2020年9月以降）の同窓会行事に関しましては、学園側と協議の上、再開の
目処が立ちましたら、速やかに同窓会ウェブサイト上にて、ご連絡をさせていただく
所存でおります。皆さまと再会できる日のために慎重に準備を進めてまいります。

同窓会だより「臨時号」発刊に関しまして

創立者・清水安三先生筆「せん方尽くれど希
のぞみ

望を失わず」（コ
リントの信徒への手紙二 第4章8節より）。この聖句は、先生
が数々の困難に遭遇するたびに、生きる支えともなった信仰
を象徴する言葉です。コロナ禍により苦境に立たされている
今こそ、どんな困難にも絶望せずに再起・再出発を身をもっ
て教えてくださった先生を覚え、この言葉をしっかりと心に
とめ置いて力を合わせ乗り越えていきたいと思います。色紙
は同窓生よりご寄贈いただいたものです。感謝いたします。

安三先生のことば

2021年5月29日（土）に帝国ホテルで開催を予定しており
ました 2021 総会＆リ・ユニオンについては中止が決定し
ました。しかしながら、総会およびリ・ユニオンについては
何らかの形で開催したいと考えておりますので、詳細が決ま
り次第改めて皆さまへご案内いたします。

2021 総会＆リ・ユニオン中止のご連絡
202号にてご案内をしておりました支部会、横浜リ･ユニオン 

（ 9月5日（土）開催予定）と北海道リ・ユニオン（ 10月3日 
（土）開催予定）は、新型コロナウイルス感染拡大の状況を 

鑑み、中止とさせていただきます。ご出席をご検討いただい
ておりました皆さまへ深くお詫び申し上げます。

支部会中止のお詫び

令和2年7月豪雨で被害に遭われた方々に、心よりお見舞い申し上げます。



名誉会長
佐藤東洋士／69大英卒 

顧　問
川 合　貞 義 ／94大 院 卒 
向 井　孝 次 ／58高 校 卒 
小 礒　 明 ／03大 院 卒 
大 越　 孝 ／69大 英 卒 
時 田　宝 文 ／75大 商 卒 
長谷川哲雄／73高校卒 

相談役
小 椋　郊 一 ／57高 校 卒 
小 林　 茂 ／51高 校 卒 

　会　長
　山本　美浩／86大中卒 

2020年桜美林学園同窓会総会で会長に
選任いただきました山本美浩です。新型
コロナウイルスに罹患された皆さま、生
活に影響を受けられている皆さまに謹ん
でお見舞い申し上げます。今年の総会は
安全面を考慮して、同窓会ウェブサイト
への掲載という形をとらせていただきま
した。世界中で活躍される同窓生の皆さ
まにご挨拶申し上げます。 
昔、中国の孟子が〈四端〉（惻隠・羞悪・
辞譲・是非）という教えを説きました。 
仁・義・礼・智の四つが人間の最も尊ぶ
べきモラルであると。その後、漢の武帝
時代に董仲舒という人が、もう一つ“信”
という字を加え、〈五常〉こそが人間に
とって大事なものであるとしたそうです。
ところが、学園創立者の清水安三先生は、
まだ足りない。もう一つ“望”という字を
加えて、仁・義・礼・智・信・望。望み
を加えて〈六倫〉。これが人間にとって
最も大事なモラルであると教えられまし

た。希望という徳目は、あらゆる道徳よ
りも大事で、たとえ仁の情に欠け、義を
行う意思が弱くても、希望にさえ燃えて
いれば、取り柄があり、道は開け、何と
かなるものだと。
清水安三先生の座右の銘である「希

のぞみ

望を
失わず」という聖書の言葉に通じるもの
があります。同窓会相談役で、清水安三
先生の研究の第一人者でもある小林茂先
生からお伺いした教えです。 
世界的な環境破壊、気候変動による自然
災害、疫病の発生、自国ファースト主義、
反グローバリズムが台頭する現在こそ、
創立者清水安三先生の“希

のぞみ

望を失わず”と
いう精神を受け継ぎ、学園理事長佐藤東
洋士先生のメッセージにもある、「価値観、
文化、言葉の違う世界の中にあっても、
さまざまなコミュニケーションスキルを
身につけ、対応できる人材」である桜美
林学園の学生、同窓生が、世界中で必要
とされているのではないでしょうか。 

桜美林学園同窓会は、“学而事人”の精神
の下、会員相互の親睦を図るとともに、
母校の発展に寄与することを目的として
います。同窓生数は今年３月で11万人
を超えました。諸先輩方が築かれた60
余年の歴史を大切にしながら、今年度の
同窓会は、学園設置各校にとどまらず、
職域、地域などを網羅した連合同窓会を
目指します。そのために、組織の法人化、
大学校友会との連携強化、中学校・高等
学校同窓会設立といった、時代の変化と
ともに変革が必要な事案をスピード感を
もって検討し、学園と同窓生に今まで以
上に寄り添える同窓会として活動してい
こうと考えております。 
同窓生の皆さまには、是非とも学園、同
窓会、校友会が主催する各種イベントに
ご参加いただき、オールオベリンとして
学園を更に盛り上げていきましょう。末
筆ではありますが、同窓生皆さまのご健
康を心よりお祈り申し上げます。

新会長あいさつ
学園と同窓生の皆さまの“希望”をつなぐ同窓会を目指して
同窓会会長　山本美浩／79中学・82高校・86大中卒

詳細は
ウェブサイトへ

同窓会からのお知らせ同窓会からのお知らせ

　副　会　長
　藤本　順子／78大英卒 
✿井 原　 剛 ／81高 校 卒 
　 坂 本　 尋 ／85大 商 卒 

　幹　事　
　井伊　公友／79大商卒 
　池田　洋子／71短英卒 
　石井　明正／75大経卒 
✿石川　和広／86大商卒 
　 石 川　 桂 ／80大 経 卒 
✿石原　 健 ／88大経卒 

　上野　吉子／78大英卒 
　植松　智子／77大英卒 
　内山美津夫／69大英卒 
　榎木　隆子／68短家卒 
　及川　洋子／78大英卒 
✿大沢　則夫／96大院卒 
　小椋　行夫／66高校卒 
　海藤　嘉郎／76大商卒 
　数馬田 啓 ／94大国卒 
　木下　浩司／89大英卒 
　木村　智次／00大国卒 
　 霧 生　 保 ／71高 校 卒 
　杉浦　信男／50中学卒 
　竹本　典秀／88大経卒 

　田邊　佳織／77大英卒 
　新森百合子／68短家卒 
　芳賀　成人／84大商卒 
　萩生田康治／95大国卒 
　 藤 田　 学 ／94大 院 卒 
　谷津　町子／73高校卒 
　米山　定克／74大経卒 
　若林　章喜／92高校卒 
　渡邉　久美／90大英卒 

　会計監査
　錦織　達也／68大英卒 
　大野　寿一／66高校卒 

✿印は新任2020〜２０２１年度同窓会役員一覧
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Ⅰ 2019年度 一般収支決算報告  （２０２０年3月31日）

1. 収入の部　 単位：円

科　目 予　算 決　算 増　減
2019 年度卒業生会費収入 中・高校  3,016,000 3,008,000 8,000
2019 年度卒業生会費収入 大学 20,980,000 20,870,000 110,000
2019 年度卒業生会費収入 大学院 1,180,000 1,150,000 30,000
特別会費収入 200,000 125,000 75,000
利息収入 7,000 5,672 1,328
誌代収入 100,000 70,000 30,000
雑収入 0 8,500 △8,500
会費収入 450,000 432,000 18,000
当年度収入合計 25,933,000 25,669,172 263,828
前年度繰越金 4,288,685 4,288,685 0
合計 30,221,685 29,957,857 263,828

2. 支出の部 
科　目 予　算 決　算 増　減

印刷費支出 3,700,000 3,174,444 525,556
発送費支出 6,250,000 3,440,264 2,809,736
広報取材費支出 100,000 47,370 52,630
行事費支出 1,770,000 1,381,900 388,100
組織推進費支出 1,800,000 1,495,677 304,323
同窓会開催補助費 500,000 270,443 229,557
記念品費支出 1,800,000 1,521,582 278,418
会議費支出 60,000 44,954 15,046
消耗品費支出 500,000 455,246 44,754
通信費支出 280,000 266,614 13,386
旅費交通費支出 550,000 447,000 103,000
備品費支出 320,000 9,936 310,064
人件費支出 3,800,000 3,930,178 △130,178
報奨金費支出 500,000 250,000 250,000
予備費支出 2,191,685 10,000 2,181,685
慶弔費支出 100,000 0 100,000
同窓会館建設積立金 1,000,000 1,000,000 0
財政調整基金 4,000,000 4,000,000 0
周年事業費積立金 1,000,000 1,000,000 0
当期支出合計 30,221,685 22,745,608 7,476,077
次年度繰越金 0 7,212,249 △7,212,249
合計 30,221,685 29,957,857 263,828

Ⅱ 同窓会館建設積立金
科　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰入 1,000,000 1,000,000 0
前年度繰越金 111,000,000 111,000,000 0
合計 112,000,000 112,000,000 0

Ⅲ 財政調整基金
科　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰入 4,000,000 4,000,000 0
前年度繰越金 28,000,000 28,000,000 0
合計 32,000,000 32,000,000 0

Ⅳ 周年事業費積立金
科　目 予　算 決　算 増　減

同窓会一般会計より繰入 1,000,000 1,000,000 0
前年度繰越金 3,500,000 3,500,000 0
合計 4,500,000 4,500,000 0

  1. 機関紙 『同窓会だより』 の発行（202号･203号） 
 ⇒  新型コロナウイルスの影響により203号では 

なく臨時号を発刊。

  2. 『還暦･古稀･喜寿･傘寿祝い礼拝』 
 開催：2020年4月18日 （土） 
 ⇒  新型コロナウイルス感染防止対策により中止。

  3. 『総会＆リ･ユニオン』 
 開催：2020年6月13日 （土） 
 ⇒  リ･ユニオンは新型コロナウイルス感染防止 

対策により中止。総会は同窓会ウェブサイト 
上に掲載という形で実施。

  4. 中・高文化祭に参加 
 2020年9月20日 （日） 
 ⇒  新型コロナウイルス感染防止対策により中止。

  5. 大学祭に参加 
 2020年10月31日 （土） ～11月1日 （日） 
 同窓会室にて緑茶の無料サービス、 ビデオ上映、  
 アルバム･パネル展示、 同窓会資料配布、 グッズ 
 販売

  6. 『成人祝い礼拝 茶話会』 
 開催：2021年1月11日 （祝）

  7. 支部設立の拡大、 支部継続の支援活動

  8. クラス会、 学年会、 OB 会などの開催支援

  9. 成果表彰および役員表彰

10. 新卒業生、 修了生へ記念品贈呈 
 •高等学校：証書入れ 
 •大学および大学院：ボールペン

11. 新卒業生･修了生へ同窓会紹介パンフレット配布

12. 書籍の販売、 贈呈

13. 会員住所の整理および管理

14. その他同窓会の目的達成のための事業

2020年度 事業計画

https://www.obirin.jp/alumni/

topics/2020/20200512.html

2020年度総会議事・予算、2019年度事業報告・
会計監査報告などの詳細は、同窓会ウェブサイト記
事内のリンクからご参照ください。

2020年度 成果表彰

令和元年度東京都高等学校文化祭軽音楽部門
大会中央大会～高校対抗バンドフェスティバ
ルにおいて、グランプリ受賞。それにともな
い東京都高等学校文化祭総合閉会式にて東京
都教育委員会賞を授与されました。

【成績優秀賞】 高等学校 軽音楽部

優秀な成果をあげた学生団体を表彰し、賞状
ならびに報奨金をお届けいたしました。

※ 今後の事業予定については、同窓会ウェブサイトま
たは事務局までご確認ください。
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大
正
十
年
五
月
創
立
。
日
本
帝
国
教
育
会

が
五
千
着
の
綿
衣
を
北
京
で
仕
立
て
、
旱
災

児
童
に
施
与
し
ま
し
た
。
そ
の
折
私
共
で
お

世
話
し
ま
し
て
銀
五
百
八
十
四
円
、
安
く
出

来
上
り
ま
し
て
剰
余
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ

を
最
も
尽
力
し
て
呉
れ
ま
し
た
王
洞
陳
君
に

進
呈
し
よ
う
と
申
出
ま
し
た
が
同
君
は
固
く

辞
し
て
受
け
ま
せ
ぬ
。
そ
こ
へ
私
共
が
日
華

実
業
協
会
の
児
童
収
容
所 fam

ine relief 
w

ork 

に
働
か
せ
て
頂
い
た
報
酬
に
弐
百
五

拾
円
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
れ
や
こ
れ
や
を
合

わ
せ
て
数
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
北

支
旱
災
委
員
長
中
山
龍
次
氏
の
御
尽
力
で
、

一
平
民
教
育
機
関
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り

北
京
朝
陽
門
外
太
平
倉
を
借
受
け
、
遂
に
本

校
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ば
か
り
の
お
金
で
学
校
を
建
設
す
る

と
は
、
一
見
乱
暴
な
行
動
の
様
で
す
が
、
彼

の
芽
生
え
た
る
ば
か
り
の
双
葉
を
御
覧
下
さ

い
。
あ
の
白
ぽ
い
幹
と
黄
い
な
は
っ
ぱ
で
、

怎ど

う
し
て
大
き
く
な
れ
よ
う
。
ど
う
し
て
颶ぐ

風ふ
う

に
堪
え
ら
れ
よ
う
！
と
危
ぶ
ま
れ
ま
し
ょ

う
。
け
れ
ど
も
知
ら
ざ
る
裡う

ち

に
何
時
し
か
摩

天
の
大
木
と
な
り
ま
す
。
果
し
て
な
く
て
な

ら
ぬ
も
の
は
与
え
ら
れ
て
満
三
年
の
後
、
今

日
は
二
千
坪
の
敷
地
一
万
数
千
円
の
寄
附
金

を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
幸
に
地
方
の
信
望
も
頗す

こ
ぶ
る
厚
く
開
校
当
時

生
徒
募
集
の
広
告
を
出
し
ま
し
た
ぎ
り
、
そ

の
後
一
度
も
募
集
し
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
退

学
者
が
あ
ろ
う
も
の
な
ら
数
名
入
学
を
希
望

し
来
る
と
い
う
状
況
で
す
。
歩
軍
統
領
衙
門

の
参
将
髙
文
豹
氏
の
令
嬢
は
三
名
ま
で
も
他

校
か
ら
転
学
し
て
本
校
に
学
ん
で
居
り
ま
す
。

私
共
は
別
に
お
金
持
ち
や
大
官
の
子
女
が
来

た
か
ら
喜
ぶ
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
只
こ
の

地
方
で
最
髙
官
吏
が
子
女
を
本
校
に
転
学
せ

し
む
る
こ
と
を
以
て
、
本
校
の
漸よ

う
や

く
、
こ
の

地
方
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
、
そ
の
意

味
に
於
て
喜
ぶ
の
で
あ
り
ま
す
。

　
学
校
の
教
員
も
当
初
は
、
大
層
人
選
に
困

り
ま
し
て
、
満
足
な
先
生
が
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
日
で
は
学
力
、
人
物
と
も
に

小
学
校
教
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
の
み

揃
い
ま
し
て
、
大
層
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
わ

け
て
今
回
京
都
同
志
社
女
学
校
卒
業
生
な
る

侯
玉
香
女
士
が
赴
任
し
て
教
鞭
を
と
る
こ
と

に
な
り
ま
し
て
、
同
女
士
は
こ
の
後
永
く
本

校
の
爲
め
に
尽
力
し
て
下
さ
る
筈
で
あ
り
ま

す
。
数
年
前
大
連
教
会
牧
師
磯
部
敏
郎
氏
が
、

有
志
の
出
資
を
勧
誘
し
て
同
志
社
女
学
校
へ

数
名
の
中
国
人
女
生
徒
を
留
学
さ
せ
ま
し
た

が
、
侯
女
士
は
そ
の
一
名
で
あ
り
ま
す
。

　
只
今
は
生
徒
七
十
五
名
、
教
員
四
名
で
あ

り
ま
す
。
私
共
は
近
い
将
来
に
於
て
、
何
と

か
し
て
女
子
中
学
校
を
建
設
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
三
年
前
に
僅
か
数
百
円
を
擁
し
て
学

校
を
建
て
た
心
持
か
ら
考
え
ま
す
と
、
必
ず

し
も
女
子
中
学
校
設
立
の
夢
は
空
想
で
は
な

い
と
存
じ
ま
す
。
恰
も
満
三
年
記
念
日
に
際

し
ま
し
て
、
一
言
本
校
の
由
来
を
申
述
べ
ま

し
た
。

 
清
水
安
三
識

原
文
、
難
し
い
本
漢
字
は
略
漢
字
に
、
旧

仮
名
使
い
は
新
仮
名
使
い
に
改
め
ま
し
た
。

 
小
林 

茂
／
51
高
校
卒

大
正
13
年
（
1
9
2
4
年
）
8
月
14
日

崇
貞
女
学
校
の
近
況
報
告

「
基
督
教
世
界
」

【広報委員会より】今号の同窓会だよりはコロナ禍のため臨時号とし、従来のコンテンツは次号以降で掲載予定といたします。ご了承ください。

オールオベリン未来ファンド
卒業生みんなで現役オベリンナーを応援しよう！

桜美林大学卒業生の野島隆久氏、学園同窓会、大学校友会が発起
人となり「オールオベリン未来ファンド」が新たにスタートしま
す。新型コロナ禍の影響で学業の継続が困難になった学生を救い

たいという卒業生の強い想いから誕生しました。卒業生・教職
員・地域社会の皆さまだけでなく、学生が運営に参加する「オベ
リンナーによるオベリンナーのためのファンド」。末長く継続し
ていけるファンドとなるよう、皆さまの温かいご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。詳細は同封のチラシをご
参照ください。右のQRコードから寄付のお申し込み
ができます。ご支援は寄付金控除の対象となります。 
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臨時号 同窓会だより


